
平
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年
度
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常
総
会
開
催
さ
れ
る
。

 

五
月
十
一
日
石
戸
地
区
交
流
館
に
て
午
後

一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
霊
山
総
合
支
所

長
、
石
田
小
学
校
長
、
石
田
合
同
所
有
林
野

会
会
計
理
事
、石
戸
駐
在
所
、石
戸
郵
便
局
長
、

Ｊ
Ａ
石
戸
支
所
長
を
来
賓
に
迎
え
、
事
業
報

告
、
決
算
、
予
算
案
、
事
業
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

続
き
福
島
市
の
落
語
愛
好
会
に
よ
る
落
語
が

行
わ
れ
、
熱
演
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

み
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

気
軽
に
、
遠
慮
な
く
学
校
へ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

第
五
十
九
回
通
常
総
会
が
五
月
十
一
日
石

戸
地
区
交
流
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
事
業
計
画
、

予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
石
戸
分
会
長
に
八
島
功
氏
が

再
選
さ
れ
た
。
副
分
会
長
も
再
選
さ
れ
、
新

し
い
理
事
も
加
わ
り
ま
し
た
。

原
案
と
お
り
承
認
さ
れ
る

新
し
い
石
田
小
学
校
校
長
先
生
で
す
。

日
々
充
実
し
て
い
ま
す

石
田
小
学
校
に
赴
任
し
て
三
か
月
。
日
々

新
鮮
な
気
持
ち
と
ワ
ク
ワ
ク
感
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
校
舎
内
外
の
素
敵
さ
、
周
り
の
自

然
の
豊
か
さ
、
先
生
方
の
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
あ

た
た
か
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
出
勤
す
る
の
が
日
々
楽
し
み
で
す
。

児
童
と
教
職
員
で
授
業
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
、
体
験
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
時
の
体
験
は
、
人
生
に
お
い
て
最
高

の
宝
物
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
学
学

習
や
宿
泊
活
動
、
交
流
活
動
も
少
人
数
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
一
人
一
鉢
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、
野
菜
作
り　
（「
石
田
農
園
」　

と
先

生
方
は
読
ん
で
い
ま
す
。）、
養
蚕
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
と
植
物
の

生
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
毎
日
が
楽
し

こ
の
人
紹
介

議
案
説
明
を
す
る
菅
野

事
務
局
長

落
語
愛
好
会
の
熱
演
に

拍
手

伊
達
市
立
石
田
小
学
校
長

粥
塚　

保
則

交
通
安
全
協
会
石
戸
分
会
通
常
総
会分会長議長により議事が行われる
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振
興
会
役
員
に
よ
り
草
刈
実
施

五
月
十
二
日
石
田
小
学
校
運
動
会
前
の
草
刈
、
清

掃
実
施
後
、
交
流
館
周
辺
と
北
川
親
水
公
園
の
草
刈

を
行
い
ま
し
た
。
地
区
民
か
ら
の
要
望
が
あ
り
実
施

し
た
も
の
で
、
今
後
も
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
六
月
二
十
二
日
朝
六
時
よ
り
根
古
屋
農
村

公
園
に
つ
い
て
も
役
員
六
名
名
に
て
草
刈
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

五
月
十
九
日
午
前
九
時
に
開
会
し
、
全
校
生
二
十

名
の
一
人
一
人
が
役
割
を
持
ち
、
元
気
い
っ
ぱ
い
競

技
し
て
い
ま
し
た
。

石
田
小
学
校
運
動
会

北
川
親
水
公
園
・
根
古
屋
農
村
公
園
草
刈

全学年、ＰＴＡ女子による綱引き来賓、敬老の宝ひろい

岩崎地内北川親水公園草刈

　
委
員
会
便
り

今
年
度
も
“
石
田
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
”
の
行
事
計

画
が
実
施
に
向
け
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
わ
が
総
務
広
報
委
員
会
で
も
作
年
度
か
ら
始

め
た
竹
灯
籠
の
制
作
と
展
示
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
祭
り
本
番
を
楽
し
み
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。
い
し
だ
便
り
や
地
域
の
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
、

小
学
校
、
石
田
っ
子
ク
ラ
ブ
、
石
戸
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

な
ど
、振
興
会
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
も
載
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
話
題
の
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
十
四
日
大

霊
山
線
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
は
、
約

四
十
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
区
外
か
ら

の
参
加
者
も
年
々

増
え
て
い
る
の
で

今
後
も
継
続
し
て

総
務
広
報
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

5月に行われたクラフトテープによるオー
ナメント作成
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八
月
に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
植
栽
し
た
所
の
草
刈
り

作
業
を
下
旬
に
お
こ
な
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
の
植
栽
は
九
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
は

十
一
月
下
旬
頃
に
実
施
の
予
定
で
す
。

	
大
城
、
田
代
行
政
区
長

	

菅
野　

正
栄

現
在
の
行
事
、
状
況
に
つ
い
て　

私
は
こ
の
何
年
間
地
区
の
行
政
区
長
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
行
事
予
定
の
他
に
も
地
区
の
若
い

人
た
ち
と
何
人
か
に
協
力
を
得
て
、
市
道
に
倒
れ
た

い
き
た
い
で
す
。

五
月
の
石
田
っ
子
ク
ラ
ブ
は
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
、
六
月
は
山
戸
田
で
行
わ
れ
た

イ
チ
ゴ
狩
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
遊
び
な
ど
、
ア
イ
デ
ア

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
活
動
へ
の
参

加
や
お
手
伝
い
も
大
歓
迎
で
す
。

地
域
活
性
化
委
員
会
で
は
、今
回
も
子
供
の
村
で
、

五
月
の
新
緑
ま
つ
り
に
参
加
し
豚
汁
を
振
舞
い
ま
し

た
。
二
日
間
で
七
百
人
分
作
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は

あ
ま
り
、の
る
気
が
出
な
い
の
で
す
が
、地
域
の
方
々

に
協
力
し
て
も
ら
い
盛
大
に
終
わ
る
と
、
や
っ
て
良

か
っ
た
な
あ
と
毎
回
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
秋
の
紅

葉
ま
つ
り
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
豚

汁
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

地
域
活
性
化
委
員
会

環
境
防
災
委
員
会

新緑祭りでの山開き

豚汁1日350人分振舞う

石
田
の
宝

行
政
区
便
り
　

木
や
竹
の
伐
採
や
、
夏
に
は
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

前
の
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
城
田
代

線
の
市
道
は
高
速
道
路
下
と
い
う
場
所
に
あ
る
た

め
、
高
速
道
路
工
事
に
よ
り
市
道
が
痛
ん
で
お
り
、

今
現
在
市
道
の
補
修
、
側
溝
の
補
修
工
事
を
国
土
交

通
省
の
方
に
要
望
を
出
し
て
お
り
ま
す
。。
伊
達
市

の
方
や
伊
達
市
議
会
議
員
の
方
に
協
力
を
得
て
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
補
修
工
事
が
進
ん
で
き
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伊
達
市
議
会
議
員
の
方
、
地

区
内
の
皆
様
方
の
協
力
を
得
て
、
安
全
で
通
り
や
す

い
市
道
補
修
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
少
し
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

九
月
に
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
地
域
活

性
化
委
員
会
で
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
咲
い
て
い
る
場

所
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

大
城
地
内
の
高
速
道
路
と
市
道

大
城
地
内
市
道
状
況
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軽
ト
ラ
市
の
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

※
出
店
者
説
明
会
は
八
月
三
日
午
後
七
時
か
ら
石
戸

地
区
交
流
館
で
行
い
ま
す
。

第
三
回
石
田
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
祭
り
実
行
委
員
会
が
七

月
八
日
開
催
さ
れ
実
施
内
容
が
決
定
し
ま
し
た
。
詳

細
は
後
日
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

開
催
日　

九
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間

開
催
内
容

●	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

●	

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●	

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

●	

軽
ト
ラ
市
及
び
バ
ザ
ー

●	

ふ
る
ま
い
汁
（
豚
汁
）

振興会、婦人会、サロン会役員による実行委員会

出来上がったポスター

梅
雨
時
と
は
い
え
低
温
と
日
照
時
間
が
少
な
く
野

菜
の
生
育
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
早
い
回
復
と
夏

ら
し
い
青
空
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
。

　
編
　
集
　
後
　
記

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
祭
り
内
容
決
ま
る

お
知
ら
せ

後　

援

伊
達
市
、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合
、
福
島

民
報
社
、
ふ
く
し
ま
民
友
新
聞
社
、
佐
々
木
木
工
所
、

橘
内
商
店

出店申込書は石戸地区交流館にあります。記入の上申し込み願
います。
石戸地区交流館事務局　菅野律子まで
問合せ　℡586-1325

軽トラ市出店募集内容
●開 催 日 時	 9 月 21 日～ 22 日

	 午前 10 時～午後 3時まで

●開 催 場 所	 石戸地区交流館

●資 格	 石田地区に住む団体・個人

●出 品 物	 地域特産品（自慢の野菜、果物、工芸品等）

●出店登録料	 無料
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